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退
院
を　

家
族
皆
ん
な
が　

祝
っ
て
く
れ

枝
豆
に　

信
号
無
し
で　

手
が
出
て
る

時し
ぐ
れ雨
去
り　

山
肌
つ
つ
む　

日ひ

射ざ

し
か
な

防
衛
省　

市
の
発
展
に　

何
で
き
る

ト
ン
ネ
ル
を　

抜
け
て
広
が
る　

蜜
柑
山

母
の
よ
う
に　

な
る
と
い
う
夢　

春
浅
し

念
願
の　

同
窓
会
が　

実
現
し

し
ぶ
き
氷　

陽ひ

に
照
ら
さ
れ
て　

輝
や
か
し
い

新
議
員　

市
民
こ
え
聞
き　

町
ひ
と
つ

萩は
ぎ

穂ほ

た
れ　

孫
初
舞
台　

は
ら
は
ら
と

も
し
か
し
て　

賢
く
な
っ
た
？　

よ
く
風
邪
を

長
生
き
の　

ひ
け
つ
は
な
に
か
と　

た
づ
ね
ら
れ

晩
年
や　

我
が
身
の
守も

り
に　

気
を
つ
か
い

節
分
と　

豆
ま
き
ひ
ろ
い　

福
笑
い

天
気
図
に　

友
住
む
所　

雪
だ
る
ま

な
つ
か
し
い　

夢
に
笑
顔
の　

若
い
亡は

母は

野
菊
取
り　

自
然
に
勝
る　

花
は
な
し

千
両
の　

色
あ
で
や
か
し　

新は

春る

の
雪

雲
も
海　

真
紅
に
染
め
て　

北
陸
海

厳げ
ん

寒か
ん

の　

つ
ら
ら
並
び
し　

寒
さ
知
る

咲
き
ほ
こ
る　

皇
帝
ダ
リ
ヤ　

見
事
だ
よ

薄う
す

陽び

差
す　

陽ひ

は
刻
こ
く
と　

春
を
よ
ぶ

落
ち
葉
踏
む　

悩
み
の
深
さ　

推
し
量
り

病
み
癒
す　

電
話
の
妻
に　

励
ま
さ
れ

散
歩
道　

白
い
布
に
包
れ　

水
い
せ
ん
か

雪
釣
り
に　

北か

風ぜ

と
遊
べ
ぬ　

松
の
枝

息
災
を　

餅
に
願
ふ
や　

ど
ん
ど
焼
き

山や
ま

波な
み

も　

日
毎
に
変
る　

冬
模
様

冬
の
朝　

窓
辺
に
輝
く　

銀
世
界

男お
と
こ
ご
こ
ろ
心　

チ
ョ
コ
で
操
る　

バ
レ
ン
タ
イ
ン

散
る
も
み
じ　

孫
や
曾
孫
の　

幸
ね
が
う

風
し
ず
か　

深
か
ま
る
秋
の　

夜
な
が
か
な

メ
タ
セ
コ
イ
ア　

マ
キ
ノ
シ
ン
ボ
ル　

誉
れ
な
り

紅こ
う

葉よ
う

美び　

目
に
焼
き
つ
け
て　

絵
を
画か
く

大
切
に　

一
日
過
ご
し　

長
生
き
を

リ
バ
ウ
ン
ド　

覚
悟
で
餅
を　

食
べ
ま
し
た

部
屋
冷
え
て　

上
着
一
枚　

余
計
着
る

参
道
に　

紅も
み
じ葉
舞
い
散
る　

月
の
夜

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

立
石　
隆
松
（
今
・
浜
分
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

萬
木　
梢
枝
（
安
・
横
江
浜
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

上
原　
久
枝
（
新
・
針
江
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

駒
井
か
つ
え
（
安
・
常
磐
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

鳥
人
沙
羅　

ネ
ッ
カ
ネ
ン　

越
え
見
事
！

吊
し
柿　

サ
ル
の
仕
業
か　

消
え
呆
然

母
の
こ
し　

一
人
電
車
で　

帰
る
道

世
が
変
り　

背
の
び
競
争　

門
の
松

古こ

希き

近
し　

趣
味
に
生
き
れ
る　

幸
せ
よ

又
今
日
も　

お
悔
み
覧
に　

知
人
の
名

寒
椿　

凍い
て

つ
く
庭
に　

紅べ
に

お
と
す

お
伊
勢
さ
ん　

願
い
を
託
す　

初
詣

新
年
を　

迎
え
る
た
び
に　
“
今
年
こ
そ
は
！
”

溝
掃
除　

枯
葉
に
子
ガ
ニ　

か
く
れ
ん
ぼ

大
寒
や　

凍
り
付
く
中　

風
が
鳴
る

能
あ
る
タ
カ　

ト
ン
ビ
の
あ
ぶ
ら
げ　

う
ば
い
と
る

頬
を
さ
す　

風
の
冷
た
さ　

寒
椿

心
配
す　

時し
ぐ
れ雨
の
空
に　

雪
の
嵩か
さ

枯
葉
舞
う　

参
道
を
ゆ
く　

影
法
師

寒
き
日
や　

部
屋
に
こ
も
り
て　

針
遊
び

家
事
介
護　

前
向
き
生
き
て　

喜
寿
の
春

鶉う
ず
ら

鳴
く　

荒
れ
た
里
に
も　

虹
が
立
つ

可
も
無
け
り
や　

不
可
も
無
き
我
が　

人
生
よ

隙
間
よ
り　

入
る
寒
い
風　

床
に
就
く

秋
空
に　

収
穫
祝
い　

子
や
孫
に

障
子
張
り　

義
父
の
手
つ
き
を　

真
似
て
み
る

異
国
か
ら　

大
鷺
勇
姿　

現
し
ぬ

老
い
て
こ
そ　

家
族
の
暖
も
り　

和
の
心

猿
の
郡む
れ　

渋
柿
か
じ
り　

散
花
み
ち

「
天
城
越
～
え
」　

そ
こ
の
と
こ
ろ
の　

声
が
出
ん

春は
る

立た

つ
や　

私わ
た
しの
ボ
ー
イ　

フ
レ
ン
ド
に

紅も
み
じ葉
散
り　

任に
ん

了お

え
メ
タ
セ
木こ
だ
ち立　

又
潔き
よ

し

初
雪
や　

暮
し
気
持
ち
が　

引
き
締
ま
る

北
風
に　

あ
お
ら
れ
て
耐
へ　

ト
ー
ジ
の
日

寒
い
中　

柿
の
実
一
ツ　

さ
び
し
そ
う

初は
つ

雪せ
つ

や　

エ
ヤ
コ
ン
感
謝　

老
一
人

わ
ん
わ
ん
と　

ワ
ン
公
の
前
で　

鳴
く
カ
ラ
ス

雪
虫
の　

飛
び
行
く
空
は　

あ
か
ね
色

朝
陽
浴
び　

比
良
の
新
雪　

橙あ
か

々あ
か

と

カ
フ
ェ
に
は　

人
そ
れ
ぞ
れ
に　

花
が
咲
き

変
わ
り
な
き　

生
活
続
け
ば　

幸
せ
よ

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

古
谷　
保
子
（
今
・
日
置
前
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

粟
津　
満
子
（
マ
・
山
中
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

森
本　
幸
枝(

今
・
梅
原
）

桒
原　
和
枝
（
新
・
熊
野
本
）

廣
瀬
美
智
子
（
マ
・
大
沼
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

木
村
ふ
さ
ゑ
（
新
・
太
田
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
2 件
0 件
0 件
0 件

件　数
18 件
32 件

148 件
27 件
件　数

0 件
1 件
0 件
1 件

累計（1月～）
13 件
2 件
0 件

17 件
累計（1月～）

183 件
377 件

1757 件
295 件
累計（1月～）

0 件
14 件
5 件

13 件

件　数
　９７件
　　１人
１４１人

件　数
　１２件
　１８件
　　５件
　１８件
　１８件
　２６件

前年比
－27件
－ 3 人
－33人

（平成 28 年 12 月末現在） （平成 28 年 12 月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

12月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０７２μ Sv/h 

０．０６１μ Sv/h

０．０７３μ Sv/h

０．０５３μ Sv/h

０．０５９μ Sv/h

０．０８０μ Sv/h

0.066

0.059

0.073

0.054

0.055

0.070

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

みんなで
みんなでつくるみんなのページ 季節にあった  すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

 ▼次回締切　　　　 ▼掲載月

２月27日　 ４月号（月）
必着/

次の掲載は４月号です。季節にあった
すてきな作品をお待ちしています。

242017. ２月号

☎

　
以
上
の
事
例
は
、『
詐
欺
』
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
を
し
た

り
、
お
金
を
送
金
し
た
り
、
ギ
フ
ト

券
番
号
を
教
え
る
前
に
、
ま
ず
は
高

島
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
の
高
島
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
特
殊
詐
欺
の

被
害
に
つ
い
て
は
、
電
子
マ
ネ
ー
を
使
用
し
た
架
空
請
求
詐

欺
の
被
害
発
生
件
数
が
８
件
、
被
害
額
は
約
１
，
６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

高
島
警
察
署

　
（
２
２
）
０
１
１
０

市
内
で
も
被
害
が
多
発
!!

○
携
帯
の
画
面
に
突
然
「
登
録

さ
れ
ま
し
た
」
等
と
表
示
さ
れ

た
。

○
電
子
マ
ネ
ー
の
ギ
フ
ト
券
番

号
を
教
え
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
。

○
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
で
「
登

録
・
退
会
・
延
滞
」
の
料
金
請

求
さ
れ
た
。

○
携
帯
に
突
然
「
未
納
料
金
が

あ
り
ま
す
。」
等
の
メ
ー
ル
が

来
た
。

◆
特
殊
詐
欺
の
事
例

高島警察署へ
ご相談を！！

ొ࿥͞Ε
·
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　いつも「みんなで５７５」コーナーへのご応募・ご愛読いただきましてありがとうございます。
　この度、皆さんからの応募作品数の増加によりコーナーを再考し、平成 29 年５月号掲載分（募集期間：２
月 28 日火～３月 27 日月）から、応募いただいた全作品から編集部で選考した 15 作品程度を掲載する予定
をしています。選考は、季節感やユーモアなどを基準に行う予定です。皆さんのご応募をお待ちしております。

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

　
滋
賀
県
で
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
森

林
区
域
（
水
源
森
林
地
域
）
内
で
土
地
取

引
を
行
う
場
合
は
事
前
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
の
森
林
が
持
つ
水
源
か
ん
養
機

能
は
琵
琶
湖
等
の
下
流
域
へ
の
安
定
的
な

水
の
供
給
に
つ
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
土
地

利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
水
源

森
林
地
域
内
の
土
地
の
所
有
権
等
の
移
転

な
ど
の
情
報
を
事
前
に
把
握
す
る
た
め
に

届
出
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

▼
届
出
先
・
問
合
先

　
滋
賀
県
西
部
・
南
部
森
林
整
備
事
務
所

高
島
支
所
　
☎（
２
２
）
６
０
３
０

【
平
成
29
年
度　
高
島
市
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
】

　
平
成
28
・
29
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
市
内
業
者
の
方

を
対
象
に
、
平
成
29
年
度
分
の
追
加
受
付

を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
申
請
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
平
成
29
年
度　
高
島
市
小
規
模
工
事
等

契
約
事
業
者
登
録
申
請
】

　
平
成
28
・
29
年
度
の
小
規
模
工
事
等
契

約
事
業
者
登
録
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
市

内
業
者
の
方
を
対
象
に
、
平
成
29
年
度
分

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象
と
な

る
工
事
等　
大
工・左
官・電
気・ガ
ラ
ス・

塗
装
・
建
具
工
事
等
で
、
１
件
の
工
事
金

額
が
30
万
円
未
満
の
も
の
。
詳
し
い
申
請

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
各
申
請
共
通
事
項
】

▼
受
付
期
間　
２
月
７
日
㊋
～
17
日
㊎

　
　
　
※
閉
庁
日
と
２
月
15
日
㊌
を
除
く

▼
受
付
時
間　
９
時
～
17
時
（
12
時
～
13

時
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　

高
島
市
役
所
本
庁
２
階　

契
約
検
査
課

問
契
約
検
査
課
　
☎（
２
５
）
８
５
０
１

　
市
内
の
事
業
所
の
設
備
投
資
や
雇
用
増

進
、労
働
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、

次
の
奨
励
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
度
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
設
備
投
資
奨
励
金
】

　
過
去
３
年
間
の
新
規
設
備
投
資
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
相
当
額

【
雇
用
増
進
奨
励
金
】

　

増
加
し
た
市
内
従
業
員
一
人
あ
た
り

10
万
円
（
障
が
い
者
の
方
は
20
万
円
）

【
労
働
環
境
改
善
助
成
金
】

　
施
設
整
備
に
必
要
な
経
費
の
10
分
の
１

以
内
の
額
を
交
付
（
単
年
度
１
企
業
あ
た

り
の
限
度
額
は
３
０
０
万
円
）

　
そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
商
工
振
興
課

　
☎（
２
５
）
８
５
１
４

▼
種
類　
○
臨
時
講
師　
○
非
常
勤
講
師

▼
応
募
資
格

・小
学
校
教
諭
、中
学
校
教
諭
、養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
普
通
免
許
状
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
免
許
状
取
得
見
込

み
の
方
も
含
む
）（
免
許
更
新
手
続
き
が

完
了
し
て
い
る
方
）　　

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
勤
務
に
耐
え
得

る
方

▼
応
募
方
法　
志
願
書
と
教
員
免
許
状
の

写
し
を
学
校
教
育
課
、
ま
た
は
滋
賀
県
教

育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
、
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。

※
志
願
書
の
提
出
に
よ
り
滋
賀
県
講
師
志

有
　
料
　
広
　
告

願
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎（
３
２
）
４
４
７
１

　
　
　
　
　

　
平
成
29
年
度
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票

所
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
で
き
る
の
は
、
高
島
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
仕
事
の
内
容　
投
票
所
で
投
票
が
公
正

か
つ
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
立

ち
会
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
一
日
当
た
り
報
酬
額　
①
期
日
前
投
票

森
林
売
買
の
際
に
は

　
事
前
届
出
が
必
要
で
す

平
成
29
年
度　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
等

を
追
加
で
受
け
付
け
ま
す

が
ん
ば
る
企
業
を

　
　
　
　
応
援
し
ま
す

滋
賀
県
公
立
小
・
中
学
校

講
師　
随
時
募
集
！

262017. ２月号27 2017. ２月号

催
　
し

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の
な

い
も
の
は
無
料
で
す
。

時
２
月
４
日
㊏
10
時
～
15
時　
所
マ
キ

ノ
高
原
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場　
内
ビ
ン
ゴ
大

会
、
雪
上
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
雪
だ
る
ま
コ

ン
テ
ス
ト
、
雪
中
宝
探
し
、
ふ
る
さ
と
バ

ザ
ー
ル
等　
ˇし
駐
車
場
代
１
，
０
０
０
円

必
要

※
積
雪
状
況
等
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
四
季
遊
園
マ
キ
ノ
交
流
促
進
協
議
会

　
☎（
２
８
）
８
０
０
２

　　

継
続
的
な
市
民
活
動
な
ど
を
目
指
し

て
、
共
感
を
広
げ
寄
付
で
支
援
を
集
め
る

た
め
の
２
回
連
続
の
講
座
。

時
①
２
月
９
日
㊍
、
②
16
日
㊍　

両
日

と
も
19
時
30
分
～
21
時
30
分　
所
今
津
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
ˇし
５
０
０
円

／
回
（
２
回
参
加
８
０
０
円
）　
▼
講
師　

戸
田
由
美
さ
ん
（
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ザ
ー
）

問
・
申
た
か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ
ン

タ
ー　
☎（
２
０
）
５
７
５
８　

　

シ
ナ
ノ
キ
の
皮
か
ら
取
れ
る
繊
維
を

使
っ
て
細
い
紐
を
つ
く
る
体
験
を
し
ま
す
。

時
２
月
11
日
㊏
10
時
～
15
時　
所
森
林
公

園
く
つ
き
の
森　
定し
20
人
（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
ˇし
大
人
７
０
０
円
、
小

学
４
年
生
以
上
・
中
学
生
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
森
林
公
園
く
つ
き
の
森　

☎（
３
８
）
８
０
９
９ 

⁳（
３
８
）
８
０
１
２

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

２
月
８
日
㊌
締
切
。

【
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
】
時
２
月
11
日

せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
☎（
２
２
）
０
９
０
４

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
、
働

く
意
欲
の
あ
る
方
、
仕
事
を
通
じ
て
自
ら

の
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

《
マ
キ
ノ
・
今
津
》
時
２
月
15
日
㊌
９
時

30
分
～　
所
マ
キ
ノ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

《
新
旭
・
朽
木
》
時
２
月
16
日
㊍
９
時
30

分
～　
所
新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ほ
お
じ
ろ
荘　
《
安
曇
川
・
高
島
》
時
２

月
17
日
㊎
９
時
30
分
～　
所
市
役
所
高
島

支
所

問
（
公
社
）
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
☎（
３
６
）
８
１
９
１

　
電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
と
は
、貸
し
ビ
ル・

ア
パ
ー
ト
等
で
一
括
し
て
電
力
会
社
に
支

払
っ
た
電
気
料
金
を
、
各
テ
ナ
ン
ト
等
の

電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て
配
分
す
る
た
め

に
用
い
る
電
気
計
器
の
こ
と
で
す
。
計
量

法
で
定
め
ら
れ
た
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と

取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り

の
電
気
工
事
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
…
９
，
５
０
０
円　
②
選
挙
当
日
の
投

票
所
…
１
０
，
７
０
０
円

※
報
酬
額
は
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
選
任

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
※
立
会
い

日
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
が
指
定

し
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
２
月
28
日
㊋
必
着

▼
申
込
方
法　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
り
、
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
・
申
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
２
５
）
８
０
０
０

《
定
期
募
集
の
住
宅
》

▼
募
集
期
間　
２
月
１
日
㊌
～
14
日
㊋　

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
１
月
31
日
㊋
か
ら

市
役
所
、
各
支
所
の
窓
口
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

※
申
込
資
格
等
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

問
関
西
地
区
証
明
用
電
気
計
器
対
策
委
員
会

事
務
局（
日
本
電
気
計
器
検
定
所
関
西
支
社
内
）

　
☎
０
６
（
６
４
５
１
）
２
３
５
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

入
会
説
明
会

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
を

ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

た
か
し
ま
マ
キ
ノ
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

寄
付
を
集
め
て
活
動
を
広
げ
た
い
！

共
感
と
寄
付
を
集
め
る
基
礎
講
座

森
と
山
の
塾
２
０
１
６

第
９
回　
～
シ
ナ
ひ
も
を
編
む
～

新
旭
水
鳥
観
察
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
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相　談 日　時 場　所 内　容

高島こころのつえ
相談室
問 高島市社会福祉協議会
　☎（36）8220

毎週水・木曜日
　13 時～ 17 時
※祝日を除く

ー
（電話相談）

　誰かに話を聴いてほしいと感じたら、ぜひお電話
ください。人には話せない悩みのある方々に、もう
一度笑顔を取り戻すお手伝いができたらと思いま
す。思いによりそい、じっくりお聴きします。
　相談用電話番号　０１２０（８７４）７５６

子育て・縁結び
　　　　相談窓口
問 たかしま結びと育ちの応援団
　☎（33）7758

毎週火～土曜日
　10 時～ 17 時　

たかしま結びと
育ちの応援団事
務所（働く女性
の家の向かい）

【子育て相談窓口】
　子育てに関する相談を聞き、必要な支援につなぎます。
【縁結び相談窓口】
　結婚についての相談・出会いのお手伝いをします。

特設人権なんでも
相談所
問 人権施策課
　☎（25）8524

２月８日㊌
　13 時 30 分
　　～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わ
る問題で悩んでいませんか？ひとりで悩まずに人権
擁護委員にご相談ください。予約不要。

税理士による無料
税務相談会
問 今津納税協会
　☎（22）3733

２月７日㊋、16 日㊍
３月１日㊌
　13 時 30 分
　　～ 16 時 30 分

高島市商工会
北部センター

（旧今津町商工会）

　平成 27 年から相続税法が改正されました。相続
や生前贈与にかかる税金の相談から、消費税申告に
関する悩み、商売を始めたときの税に関する手続き
などお気軽にご相談ください。※要事前予約

高島行政なんでも相談所
問 滋賀行政評価事務所

　☎  077（523）1100
問 生活相談課
　☎（２５）８１２５

２月 17 日㊎　

13 時 30 分～ 16 時
（受付）
13 時～ 15 時 30 分

安曇川公民館

暮らしに身近な相談をお受けします。
▼相談内容
県の土木行政全般。高島市の行政全般。登記、相続、
多重債務、成年後見等。遺言書、遺産分割協議書等
の書き方等。国の行政全般。

一日年金相談所
問 保険年金課
　☎（25）8137

２月 23 日㊍
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９　
　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。

㊏
13
時
40
分
～
16
時
頃　
ˇし
３
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）、
１
５
０
円
（
中
学
生
ま

で
）
入
館
料
込
み　
※
車
で
観
察
場
所
へ

移
動
し
ま
す
。
車
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
親
子
で
描
こ
う
！
冬
の
カ
モ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
】

時
３
月
20
日
㊊
ま
で　
ˇし
２
０
０
円
（
高

校
生
以
上
）、
小
中
学
生
無
料
。

問
・
申
新
旭
水
鳥
観
察
セ
ン
タ
ー

☎
・
⁳（
２
５
）
５
８
０
３

　

m
izudori@

okubiw
ako.net

　
時
２
月
11
日
㊏
、
25
日
㊏　
①
９
時
30
分

～
10
時
30
分
②
10
時
45
分
～
11
時
45
分　

所
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
▼

講
師　
ケ
ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
先
生　
ˇし

（
一
般
）
１
回
１
，
０
０
０
円
、（
高
校

生
以
下
・
会
員
）
１
回
５
０
０
円　

※

さ
ら
に
お
得
な
会
員
用
カ
ー
ド
（
回
数

券
）
も
事
務
局
（
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）
で
販
売
：
11
回
分　
５
、

０
０
０
円

問
・
申
高
島
市
国
際
協
会
　
☎（
２
０
）

１
１
８
０　
⁳（
２
０
）
５
７
５
７

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

時
２
月
19
日
㊐
10
時
～
11
時
40
分　
所
ウ

エ
ス
ト
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
可
以
登
楼　
ˇし
１

人
１
，
０
０
０
円

問
・
申
家
庭
倫
理
の
会
び
わ
こ
西

　
☎（
２
２
）
１
４
５
４

（
高
島
市
後
援
）

時
２
月
19
日
㊐
10
時
～
13
時　
所
安
曇
川

公
民
館　
内
講
話
、
調
理
実
習　
ˇし
１
人

２
０
０
円

問
・
申
健
康
推
進
課　
☎（
２
５
）
８
０

７
８　
⁳（
２
５
）
５
６
７
８

kyousitsu@
city.takashim

a.lg.jp

氏
名
・
連
絡
先
・
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
産
物
な
ど
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化

（
加
工
・
販
売
等
）
へ
取
り
組
む
た
め
の

研
修
会
。

時
①
２
月
21
日
㊋　
②
２
月
27
日
㊊　
③

３
月
11
日
㊏　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

15
時
30
分　
所
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
（
新
旭

公
民
館
）　
対し
農
業
に
興
味
の
あ
る
女
性　

（
男
性
の
受
講
可
）
定し
20
人

問
農
業
政
策
課
　
☎（
２
５
）
８
５
１
１　

①
２
月
16
日
㊍
締
切
。
②
２
月
23
日
㊍
締

282017. ２月号

相　談（秘密厳守・相談無料）

国
際
交
流
サ
ロ
ン

（
中
級
英
語
）

家
庭
倫
理
講
演
会

「
つ
な
が
る
」

食
の
健
康
教
室
「
余
分
な
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
さ
よ
う
な
ら
」　

女
性
の
た
め
の

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

切
。
③
３
月
８
日
㊌
締
切
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
発
酵
分

野
や
森
林
分
野
の
新
商
品
、
製
造
や
販
売

ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
。

時
２
月
22
日
㊌
10
時
～
16
時
30
分　
所
観

光
物
産
プ
ラ
ザ
（
新
旭
公
民
館
）
内
午
前

「
高
島
の
ス
ギ
を
活
か
そ
う
」、
午
後
「
開

発
商
品
発
表
会
」　
対し
市
内
事
業
者
、
市

内
で
の
創
業
希
望
者　
定し
各
20
社

問
・
申
高
島
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
事
務

局
　
☎（
２
５
）
５
７
３
１　

２
月
９
日

㊍
締
切

時
２
月
25
日
㊏
13
時
30
分
～
16
時　
所
障

が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ン
パ
ス

（
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
内
茶
話

会
や
ゲ
ー
ム
、
軽
運
動
等

問
高
島
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
コ
ン
パ
ス
　
☎（
２
２
）
５
５
５
３

　
深
刻
化
す
る
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ

マ
等
の
外
来
獣
の
被
害
対
策
を
学
ぶ
講

座
。
市
内
生
息
状
況
の
調
査
結
果
も
公
表

し
ま
す
。

時
３
月
４
日
㊏
13
時
～
15
時　
所
今
津
図

書
館
視
聴
覚
室　

問
農
村
整
備
課
　
☎（
２
５
）
８
５
２
９

【
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ウ
ォ
ー
ク
＆
学
び
の
集
い
】

時
３
月
５
日
㊐
９
時
20
分
～
16
時　

所
今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

ˇし
８
０
０
円（
資
料
、保
険
、協
力
金
ほ
か
）

▼
講
師　
岩
手
大
学
農
学
部　
教
授　
伊

藤
菊
一
氏　
※
要
事
前
申
込
。

【
学
び
の
集
い
】
の
み
の
参
加
の
場
合
。

時
９
時
20
分
～
11
時
20
分　
ˇし
２
０
０
円

（
資
料
代
）

問
・
申
今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
石
原
さ
ん
）
〒
５
２
０

-

１
６
５
５
高
島
市
今
津
町
日
置
前

９
９
４
番
地　
☎
０
８
０
（
２
５
２
２
）

２
３
６
４　
⁳（
２
２
）
２
６
８
８

tks0000@
zeus.eonet.ne.jp

申
込
者
お
よ
び
同
伴
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、
昼
食
希
望
の

有
無
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の
里文化芸術会館（ 32－2461）までお寄せください。
４月号掲載の締め切りは２月 20 日です。（毎月 20
日締め切り）

「
た
か
し
ま
の
未
来
を
創
る
シ
ゴ
ト

お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

成
果
物
公
開
セ
ミ
ナ
ー

オ
ー
プ
ン
コ
ン
パ
ス

野
生
動
物
被
害
対
策
講
座

「
増
え
て
き
た
外
来
獣
」

２
０
１
７

今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り

湖西地域の文化情報

安曇川町田中 426　 （32）0150
10 時～ 17時

たびと、琉球藍　
琉球藍染工房　ウメノコヤ

◆朽木資料館およびマキノ資料館の見学には
予約が必要です。見学を希望される場合は高
島歴史民俗資料館へお申し込みください。

高島歴史民俗資料館

●常設展示

●企画展

高島の歴史と風土
に出会える

雛と武者　人形展

高島歴史民俗資料館
　 （36）1553

９時～ 16時 30分

企画展
地元で大切にされてきたお雛様
と端午の節句に飾られた武者人
形を併せて展示します。

10 時～ 22時
今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414

小林　斐子

帰山　信子
※最終日　16 時まで

草木染織　きさらぎ展

裸婦　パステル画展

藤樹の里文化芸術会館
　 （32）2461

13時 30分開演
音楽療法士、岡本仁司氏による
ピアノ弾き語りコンサート。今
回は、「長生きする方法」と題
して、楽しいおしゃべりととも
にお送りします。

昭和のうた♪……ピアノ
弾き語りコンサート

全席自由

２/10金

入場無料

藤樹の里文化芸術会館

入場無料

ひな祭り
ジャズコンサートⅡ

13 時 30分開演

一　般　……1,000 円
高校生以下　　500円
（当日各 200円増し）

３/  ５日

藤樹の里文化芸術会館
　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

全力で熱い演奏をお届けしま
す。ゲストに、京都から魅惑の
トランぺッター藤井美智さんの
バンドをお迎えします。
▼出演
　高島市民ジャズオーケストラ

“ビッグベル”、高島レディース
ブラス“スイートベル”

全席自由
♪

♪

♪

♬
♥

♥

♬

（当日各 200円増し）

♪

★

２/４土
～３/31金

29 2017. ２月号

入館無料月・火・祝日
…は休館

月・火・祝日

ギャラリー Cafe…Cozy

2/1水～13 月

2/15水～27月

鑑 賞 無 料火・休

ギャラリー藤乃井
2/3金～9 木

鑑 賞 無 料無　休



　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

開館日カレンダー

平成 28 年12 月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 28年 12月１日から 12月 31日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５０，３５７人……（……－41）
５１，００７人（－691）

５０,３１６人

２０,２８８世帯

２４,５４２人
２５,７７４人

たかしま
　……の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

はおはなし会です。 時間や内容については各図書館へお問い合わせください。
また、貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

話

２月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

今 津 図 書 館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 休 休 話 休 休 休 休 話

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 休 休 話 休 休 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 話 休 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 話 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

高島市立図書館ホームページ　　https://lib.city.takashima.shiga.jp/

納付のお知らせ２月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。

○税金や各種料金のお支払いには、納め忘れのない口座振替が便利です。

市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

２月 15 日受け取りの年金から天引きされます。項　目 期　別 納期限
国民健康保険税（普通徴収） 第 11 期

2 月 28 日
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 11 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 8 期
水道料金（12 月～ 1 月使用分） 2 月 期

31 2017. ２月号 302017. ２月号

　

朱川　湊人／著（実業之日本社）
『私の幽霊』

田中 ひろみ／著（淡交社）
『好きです、近江の仏像』

あっこたん／著（飛鳥新社）
『お母さん、その服なんとかしよ！』

今月のおすすめ 催し物のお知らせ ２月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

めろんぱんママ／監修（辰巳出版）
『サンドシナイッチ』

『種
タ

子
ネ

たちの知恵』
多田　多恵子／著（日本放送出版協会）

日枝真樹子ことニーチェは、故
郷の友人から「あなたの幽霊を
見た」と告げられる。気になっ
て帰郷してみると怪しい博物学
者と出会い、自分の幽霊の謎に
迫ることになるが……。他にも
少し不思議な話が５つ収録され
ています。

滋賀県は国宝などの重要文化財
の彫刻数が、奈良・京都に続い
て第３位！ 滋賀県のどのお寺
にどんな仏像があるのか、文章
とイラストで魅力いっぱいに紹
介されています。仏像の基礎知
識も書かれているので、あまり
詳しくない方でも楽しめます。

50 代の母が毎日のコーデを
自撮りして、高校生のムスメ
にチェックをしてもらったら
おしゃれになるかも！ という
ことで始めたブログが書籍化。
コーデの参考になるだけでな
く、ムスメの毒舌で軽快なコメ
ントがとても面白いです。

サンドシナイッチとは文字通
り「サンドしないサンドイッ
チ」のこと。２枚のパンではさ
まず、包んだり・のせたり・巻
いたりするだけなので、とって
も簡単！ 味だけでなく、見て
楽しむこともできるので、パー
ティーにも最適です。

　手のひらにのってしまうほど小さな
「タネ」。しかし、その中には命をつな
いでいくために編み出された知恵と工

夫がぎっしりと詰まっているのです。「タネ」は長い
距離を移動した後、たどり着いた場所に根ざして仲間
を増やしていきます。
　この本では色や形の違いだけでなく、その移動方法

（自然を利用する・動物を利用する・みずからタネを
飛ばす）や特徴についても詳しく紹介しています。
　「いかに運んでもらうのか」厳しい自然の中で生き
ぬくためには驚くべき作戦があったのです。聞き覚え
のある草や木も多数登場しています。
　今まで気づかなかった「タネ」の不思議な世界。知
れば知るほど興味がわいてきます。（Ｍ・Ｎ）

○かけはし
　「金曜午後の朗読会」
　日時：10 日金 14 時～ 15 時

○人形劇団あっぷりけ公演
　人形劇「はらぺこあおむし」
　エプロンシアター「おふろに入ろう」など
　日時：19 日日 13 時 30 分～ 14 時 30 分

○エントランス展示
　「高島市の先人たち」
　　出展：文化財課
　　日時：３日金～ 28 日火 

今津図書館

Recommended……Book司書のイチオシ本
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　琵琶湖の魚を食べていま
すか？今月号は「湖魚」に
ついて特集しています。日

本一美味しい！と評価を受けた「天然
のビワマスの親子丼」（P4）など、琵
琶湖は美味しい食材の宝庫です。食べ
る人（買う人）がいないと魚屋さんや
漁師さんが湖魚を扱わなくなるようで
す。せっかく良い状態で湖魚を手に入
れることのできる地域に住んでいるの
ですから、皆さんの家庭の食卓にもい
かがでしょうか？我が家の食卓にも並
べてみます。（Ｈ）

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

海か
い

　づ

　う
ら

津
浦
に
着
い
た
丸ま

る

　こ

　ぶ
ね

子
船

　

琵
琶
湖
の
伝
統
的
木
造
船

　
「
丸
子
船
」

　
丸
子
船
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初

期
頃
ま
で
、
琵
琶
湖
で
の
荷
物
運
搬
や

漁
業
の
主
役
と
し
て
活
躍
し
た
木
造
船

の
こ
と
で
す
。
杉
の
丸
太
を
半
分
に

割
っ
た
も
の
を
重お

も
ぎ木
と
し
て
船
の
両
側

に
取
り
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
丸

子
船
」、「
丸
船
」、「
マ
ル
コ
」
等
と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
船
の
構
造
は
琵
琶

湖
の
伝
統
的
な
木
造
船
特
有
の
も
の

で
、
舳へ

さ
き先

に
は
斜
め
に
板
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
た
舳へ

い
た板

や
そ
れ
を
飾
る
伊だ

て
か
す
が
い

達
鎹
が

使
わ
れ
る
の
も
こ
の
船
の
特
徴
で
し

た
。

　

江
戸
時
代
の
湖
上
運
搬

　

琵
琶
湖
の
水
運
を
使
っ
た
丸
子
船

で
の
荷
物
輸
送
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ

た
江
戸
時
代
前
期
、
琵
琶
湖
上
に
は

１
０
０
０
艘そ

う

を
超
え
る
丸
子
船
が
就
航

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
慶け

い

安あ
ん

２
年
（
１
６
４
９
年
）
に
琵
琶
湖
の
各

浦
（
港
）
が
所
有
す
る
船
数
を
書
き
上

げ
た
記
録
に
よ
る
と
、
大
津
の
１
０
９

艘
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
、
高
島

市
内
の
舟
木
が
53
艘
、
今
津
が
52
艘
、

海
津
が
50
艘
と
、
湖
西
の
各
浦
が
多
く

の
丸
子
船
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
そ
う
し
た
多
く
の
船
が

各
浦
で
荷
物
を
積
み
込
む
際
の
ル
ー
ル

は
、
天
正
19
年
（
１
５
９
１
年
）
に
豊

臣
秀
吉
が
定
め
た
「
艫と

も
お
れ折

廻か
い
せ
ん船

」
の
決

ま
り
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
秀
吉
が
琵
琶
湖
の
諸
浦
に
対
し

て
、港
に
船
が
入
港
し
た
と
き
、艫と

も

（
船

尾
）
が
先
に
浜
に
着
い
た
船
か
ら
荷
物

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
船
積
み

の
順
番
を
定
め
た
も
の
で
す
。
荷
物
運

搬
の
仕
事
を
す
る
人
と
船
主
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
船
に
少
し
で
も
早
く
、
多

く
の
荷
物
を
積
み
込
む
こ
と
が
重
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
荷
物
の
取
り
合
い
や

積
み
出
し
の
順
番
争
い
な
ど
を
避
け
る

た
め
、
こ
の
「
艫
折
廻
船
」
は
江
戸
時

代
を
通
じ
て
、
琵
琶
湖
の
各
浦
々
で
使

わ
れ
る
ル
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
丸
子
船
と
マ
キ
ノ
の
風
景

　
こ
う
し
た
丸
子
船
が
昭
和
初
期
に
マ

キ
ノ
町
海
津
の
浜
に
着
く
様
子
を
写
し

た
も
の
が
右
上
の
写
真
で
す
。

　
丸
子
船
の
写
真
を
含
め
た
、
大
正
末

期
～
昭
和
初
期
の
海
津
・
西
浜
の
風
景

を
示
す
写
真
が
、
現
在
、
マ
キ
ノ
町
海

津
の
中
ノ
川
橋
横
に
開
設
さ
れ
て
い
る

「
海
津
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
海
津
・
西
浜
周
辺
の

水
辺
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
写

真
と
、
当
時
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
カ
メ

ラ
・
ガ
ラ
ス
乾
板
フ
ィ
ル
ム
が
一
緒
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼開設日　２月５日日、11 日土、
　　　　　　　12 日日、19 日日、
　　　　　　　26 日日
　　　　　３月５日日

▼時　間　11 時～ 15 時

▼場　所　マキノ町海津2287番地
　　　　　中ノ川橋横

海津街かどギャラリー

海津浦に着く丸子船

マキノ東小学校

海津街かど
ギャラリー

琵琶湖

中
ノ

川


